
把
握
し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
団
員
へ
は
、
デ
ー
タ
や
地
図
等

に
よ
る
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地
元
の
団
員
が
、
夏
季
訓
練
・
防
火
デ
ー

等
の
訓
練
時
に
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
点

検
を
兼
ね
て
、
各
設
置
個
所
の
把
握
・
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
へ
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
情
報
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
防

火
水
槽
や
消
火
栓
の
位
置
情
報
に
関
し
て

は
、
有
事
の
際
に
特
に
有
効
な
情
報
で
あ
る

の
で
、
今
後
、
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
い
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
防
火
水
槽
、
消
火
栓
に
つ
い
て
の
今
後
の

整
備
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
地
元
が
整
備
し
、
町
が
補
助
金
に

よ
り
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
住
宅
や
福

祉
施
設
等
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
水

利
が
乏
し
い
個
所
に
つ
い
て
、
消
防
署
等
と

の
協
議
に
よ
り
、
町
の
全
額
負
担
で
毎
年
１

基
ず
つ
整
備
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
永
野
市

に
、
埋
設
式
の
消
火
栓
を
１
基
整
備
し
た
。

　

現
在
、
消
防
水
利
等
の
整
備
計
画
は
、
策

定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
も
町
内
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
防
火
水
利
の
整
備
・
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
用
に
つ
い
て
】

問
現
在
、
町
、
社
協
で
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
生
活
困
窮
者
に
提
供
す
る
食
料
品
の
寄
付

の
受
付
）
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
町
で
は
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
へ
の
支
援

と
し
て
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
や
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
「
臨
時
特

別
給
付
金
」
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る

が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
の
支
援
事
業
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る
支
援
事
業
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
未
使
用
食
品
の
橋
渡
し
と
し
て
、
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
食
料
を
、
必
要
と
さ
れ

る
団
体
や
、
個
人
の
皆
さ
ま
へ
配
布
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
と
連
携
し
て
、
社

会
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
県
内
で
は
、「
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
え
ひ
め
」
や
「
株
式
会
社
フ
ジ
」
な
ど
の

各
企
業
様
が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て

お
り
、
町
内
に
お
い
て
は
、「
フ
ジ
広
見
店
」

が
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、

穀
類
、
サ
バ
缶
詰
な
ど
の
保
存
食
品
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
や
菓
子
類
な
ど
、
家
庭
な
ど

か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い
た
食
品
を
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
団
体
を
通
じ
て
、
子
ど
も
食
堂

や
福
祉
団
体
へ
届
け
て
い
る
。

問
町
、
社
協
と
は
別
に
食
料
等
を
必
要
と

す
る
困
窮
家
庭
に
対
し
て
無
償
で
提
供
す
る

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
展
開
し
て
い
る
事
業

者
は
あ
る
の
か
。
な
け
れ
ば
、
町
独
自
で
事

業
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
県
全
域
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ワ
ー

ク
愛
媛
が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
団
体
は
、
平
成
24
年
か

ら
、
新
居
浜
市
を
出
発
点
と
し
て
、
宇
和
島

市
、
松
山
市
、
西
条
市
な
ど
に
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
拠
点
を
設
け
て
、
地
域
や
企
業
と
連
携

し
、
生
活
困
窮
者
の
方
々
へ
の
支
援
活
動
を

行
い
、
地
域
福
祉
に
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
町
民
に
対
し
て
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
及
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
広
報

等
で
紹
介
し
、
認
知
度
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
県
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ワ
ー
ク
愛
媛
な
ど
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
活
動
団
体
と
連
携
し
て
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
や
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
活
性
化

に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
等

へ
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

◆
中
　
山
　
　
定
　
則
　
議
員

【
愛
媛
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
に
つ
い
て
】

問
県
立
学
校
振
興
計
画
案
で
は
、
令
和
７
年

度
、
県
立
北
宇
和
高
校
は
三
間
分
校
を
統
合

し
、
令
和
９
年
度
か
ら
２
学
級
と
な
り
魅
力

化
推
進
校
に
な
る
前
期
計
画
が
示
さ
れ
、
魅

力
化
推
進
校
の
募
集
停
止
（
入
学
生
が
30
人

以
下
の
状
況
が
３
年
続
き
、
そ
の
後
も
増
え

る
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
募
集
停
止
を
行

う
。）
は
、
再
編
整
備
基
準
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

県
立
北
宇
和
高
校
存
続
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
の
入
学
生
増
の
支
援
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
い
く
考
え
か
。

答
県
立
高
等
学
校
の
再
編
計
画
が
７
月
に

示
さ
れ
た
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
危
機
感
を

も
っ
て
、
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
の
た
め
の

施
策
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
町
で
は
、
北
宇
和
高
校
と
連
携
し
、

「
一
般
財
団
法
人
地
域
・
教
育
魅
力
化
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
」
が
運
営
す
る
「
地
域
み
ら
い
留

学
」
に
加
入
し
、
全
国
募
集
に
よ
る
生
徒
数

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
北
宇
和
高

校
教
育
寮
」
の
整
備
予
算
に
つ
い
て
、
今
回

の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
に
開
講
し
た
「
公
営
塾
」

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
利

用
す
る
中
、
高
校
進
学
を
予
定
す
る
中
学
生

の
保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
も
あ
り
、

今
後
も
、
生
徒
の
安
定
確
保
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
北
宇
和
高
校
と
連
携
し
、
高

校
魅
力
化
を
図
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。

問
後
期
計
画
の
方
向
性
と
し
て
、「
入
学
生

徒
数
の
減
少
が
継
続
す
る
場
合
は
、
地
区
内

で
の
統
合
等
に
よ
り
、
学
校
数
を
５
校
か
ら

４
校
に
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
あ
る
。

町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

答
入
学
生
徒
数
の
減
少
が
続
く
高
校
に
つ
い

て
は
、
質
問
に
あ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
の
で
、

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
町
と
し
て
は
、

１
点
目
の
質
問
で
お
答
え
し
た
施
策
に
取
り

組
み
、
県
立
北
宇
和
高
校
存
続
に
最
善
を
尽

く
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
鬼
北
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
】

問
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
方
の
移
動
実

態
に
即
し
た
普
段
の
移
動
手
段
の
ニ
ー
ズ
把

握
は
出
来
た
の
か
。

答
今
回
の
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
全
地
区
を
対
象
と
し
た
調
査

は
行
わ
ず
、
前
回
の
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定
以
後
に
お
い
て
、
路
線
バ
ス
の
運
行

休
止
に
よ
り
、
公
共
交
通
網
に
変
化
の
生
じ

た
日
吉
地
区
の
み
、
公
共
交
通
に
関
す
る
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
お
、
前
回
調
査
で
の
交
通
空
白
地
等
に

お
け
る
必
要
な
移
動
手
段
の
ニ
ー
ズ
と
し
て

は
、「
町
営
バ
ス
の
運
行
」、「
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
に
お
け
る
運
賃
補
助
」、「
地
域
に
よ
る

住
民
輸
送
の
構
築
」
な
ど
の
意
見
が
７
割
を

占
め
て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
も
、
同
様
の

意
見
が
多
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
交
通
手
段
の
導

入
お
よ
び
効
果
検
証
を
行
っ
た
か
。

答
現
在
、
町
営
バ
ス
と
し
て
、
循
環
線
、
愛

治
線
、
屋
敷
線
を
運
行
し
て
お
り
、
そ
の
効

果
や
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
開
催
す

る
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て
、
報
告
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
三
島
地
区
に
お
い
て
は
、
地
域

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
住
民
輸
送
の
運
行
開
始
に
向
け
、
準
備

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
民
間
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
利
用
に
お
け
る
運
賃
割
引
等
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討
す
る
よ
う
担
当

課
に
指
示
し
て
い
る
。

問
計
画
の
見
直
し
は
、
自
己
評
価
だ
け
で
な

く
、
町
内
の
団
体
等
か
ら
の
評
価
を
受
け
て

行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
今
回
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
の
住
民
の
代
表
者
、
町
内
外
の
交
通
事
業

者
、
運
輸
局
、
愛
媛
県
な
ど
の
関
係
機
関
の

職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
鬼
北
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」
に
お
い
て
、
計
画
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
協
議
会
の

求
め
に
応
じ
て
、
町
内
団
体
等
の
参
加
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
て
き
た
い
。

【
鬼
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
】

問
鬼
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
デ
ザ
イ
ン
や
設
計
は
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
利
用
者
の
要

望
を
聴
取
し
た
う
え
で
行
う
考
え
は
な
い
か
。
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